
恒
例
の
新
春
の
集
い

を
二
月
二
十
四
日
エ
ア

ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ

ク
ス
に
お
い
て
開
催
し

た
。寒

さ
が
厳
し
い
こ
の

時
期
、
正
会
員
、
賛
助

会
員
八
十
一
名
が
出
席
。

遠
方
か
ら
旭
川
、
札

幌
、
北
広
島
、
恵
庭
か

ら
五
名
の
会
員
が
出
席

し
旧
交
を
あ
た
た
め
て

い
た
。

ま
た
今
回
、
昨
年
五

月
入
会
の
松
倉
美
加
会

員
の
司
会
は
会
発
足
以

来
初
の
女
性
司
会
と
あ
っ

て
会
場
の
雰
囲
気
は
盛

り
上
が
り
出
席
者
は
大

き
な
拍
手
を
お
く
っ
て

い
た
。

地
域
貢
献
と

し
て
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
実

施
し
て
る
奨
学

基
金
に
五
万
円

を
寄
付
し
た
。

三
月
二
十
六

日
朝
倉
会
長
と

熊
原
事
業
部
長
、

渥
美
広
報
理
事

が
市
役
所
を
訪

れ
山
口
市
長
に

寄
付
金
五
万
円

を
手
渡
し
た
。

毎
年
厳
寒
の
千
歳
川

で
実
施
さ
れ
て
い
る
水

上
保
命
訓
練
を
激
励
す

る
た
め
、
二
月
二
十
日

午
前
、
朝
倉
会
長
以
下

一
〇
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
薄
日
の
さ
す

風
の
冷
た
い
日
で
参
加

隊
員
の
真
剣
な
訓
練
を

見
学
し
、
会
長
か
ら
金

古
基
地
司
令
に
激
励
の

品
を
手
渡
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
の
コ
ン
パ

ク
ト
カ
メ
ラ
は
一
眼
レ

フ
と
は
異
な
り
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
遅
れ
が
大
き
く
、

ま
た
顔
か
ら
カ
メ
ラ
を

離
し
て
背
面
の
モ
ニ
タ
ー

を
見
る
た
め
、

カ
メ
ラ

の
支

持
点
が
３
点

か
ら
２

点
と

な
り
、
加
え

て
両
肘
が
体

か
ら
離
れ
や

す
い
姿
勢
と

な
る
た
め
少

し
慎
重
撮
影

し
て
く
だ
さ

い
。
先
ず
、

両
肘
を

体
に

密
着
さ
せ
、

両
膝
を

少
し

緩
め
て
立
ち
、

カ
メ
ラ
を
脱

力
し
た
左
手
の
平
に
載

せ
、
右
人
差
し
指
の
指

紋
中
央
を
シ
ャ
ッ
タ
ー

ス
イ
ッ
チ
の
上
に
置
き
、

呼
吸
は
静
か
に
吐
き
な

が
ら
構
え
つ
つ
右
小
指

を
締
め
、
極
め
て
静
か

な
動
の
状
態
で
、
息
を

若
干
強
く
長
め
に
吐
き

な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
、
そ
の

後
も
気
持
ち
を
維
持
し

つ
つ
撮
影
の
余
韻
（
残

心
）
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
（
広
報

渥
美
理
事
）
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派
遣
勤
務
が
一
か
月
過
ぎ
た
頃
、

い
よ
い
よ
奈
良
の
英
語
教
育
課
程
に

入
校
で
き
る
日
を
指
折
り
数
え
て
い

た
と
こ
ろ
「
君
た
ち
は
二
空
団
所
属

と
し
て
米
空
軍
の
職
場
で
仕
事
を
覚

え
る
た
め
、
司
令
部
防
衛
部
に
配
置

す
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
言

葉
も
通
じ
な
い
米
兵
の
職
場

で
こ
れ
か
ら
何
を
習
い
、
何

を
覚
え
る
の
か
を
考
え
た
と

き
弱
冠
十
八
歳
の
自
分
た
ち

に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
衝

撃
を
う
け
た
の
を
想
い
出
し

ま
す
。
翌
日
、
運
用
幹
部
と

名
乗
る
方
が
「
さ
あ
、
お
前
た
ち
行

く
ぞ
！
」
と
言
わ
れ
て
連
れ
て
い
か

れ
た
所
は
エ
プ
ロ
ン
の
北
側(

以
前

空
輸
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
あ
っ
た
裏
側)

の
小
山
で
入
り
口
は
頑
丈
な
鉄
の
扉

が
あ
り
、
そ
の
前
に
銃
を
持
っ
た
憲

兵
隊
員
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

駐

留
し
て
い
た
米
空
軍
部
隊
も
徐
々
に

撤
退
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
を
航
空

自
衛
隊
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
我
々
の
入
校
は
急
遽
取
り
消

さ
れ
、
米
軍
の
仕
事
を
現
場
で
教
わ

る
こ
と
に
な
り
防
衛
部
や
ベ
ー
ス
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
配
置
さ
れ
見
習

い
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

防
衛
部
に
配
置
さ
れ
た
我
々
三
人
は
、

米
軍
の
戦
闘
指
揮
所
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）
に

お
い
て
米
軍
一
名
と
我
々
二
名
が
１

ク
ル
ー
と
な
り
、
３
ク
ル
ー
２
シ
フ

ト
に
よ
る
二
十
四
時
間
の
勤
務
体
制

で
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
指
令
や
局
地
飛
行

訓
練
の
飛
行
管
理
業
務
を
習
得
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
明
け

て
も
暮
れ
て
も
す
べ
て

英
語
、
勿
論
米
軍
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
使
用
す
る

た
め
辞
書
を
片
手
に
、

せ
め
て
日
本
語
で
あ
れ

ば
も
っ
と
早
く
理
解
で

き
た
は
ず
な
の
に
、
食
事
も
喉
を
通

ら
な
い
日
も
何
度
か
あ
っ
た
が
、
す

べ
て
月
日
が
解
決
し
て
く
れ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。

二
空
団
創
設
期
の
想
い
出

二
空
団
Ｏ
Ｂ

影
山

廣

二十三年度千歳市奨学基金
に五万円”

激励品を渡す会長

花見のシーズン

写真をきれいに撮影する方法

平
成
二
十
三
年
度

新
春
の
集
い

基
地
操
縦
者
等

冬
季
水
上
保
命
訓
練

厳寒の中での訓練風景



ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ
ア
ン

支
配
人
兼
総
料
理
長

福
島

力

千
鷲
会
の
皆
様
に
は

宴
会
・
婚
礼
を
通
し
て

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ
ア

ン
を
日
頃
か
ら
ご
利
用

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

リ
ア
ン
で
は
来
て
頂

い
た
お
客
様
と
の
絆
を

何
よ
り
も
大
切
に
、
心

の
こ
も
っ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
実
践
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ス
ナ
ッ
ク
「

宵
華

」

大
塚

悠
希
子

こ
の
度
、
千
代
田
町
一

丁
目
（
い
ろ
は
に
ほ
へ

と
の
北
側
）
に
移
転
し
、

く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
「Y

o
i

c
a
f
e

」
「
宵
華
」
を
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。

昼
は
カ

フ
ェ
夜
は
カ
ラ
オ
ケ
ス

ナ
ッ
ク
の
顔
で
お
迎
え

し
て
お
り
ま
す
。
今
ま

で
に
な
い
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
お
店
で
あ
な
た

ら
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

！

千
歳
基
地
広
報
館
が

三
月
五
日
、
新
し
く
模

様
替
え
を
公
開
し
た
。

広
報
室
長
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
説
明
会
に
朝
倉
会

長
ほ
か
一
〇
名
の
会
員

が
参
加
し
た
。
一
部
会

員
に
よ
る
写
真
や
航
空

機
模
型
が
出
展
さ
れ
て

い
る
が
、
基
地
側
は
更

な
る
充
実
と
発
展
の
た

め
会
員
か
ら
の
写
真
等

の
借
用
を
希
望
し
て
い

る
。

「
精
神
濃
度
」
と
云

う
も
の
が
あ
っ
て
０
か

ら
１
０
０
ま
で
目
盛
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
通
常

の
人
の
平
均
値
は
四
十

五
ぐ
ら
い
と
考
え
ら
れ

る
。
も
し
、
精
神
濃
度

が
三
〇
以
下
に
な
る
と
、

病
原
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が

増
加
し
、
潜
在
し
て
い

た
病
気
が
顕
在
化
す
る
、

気
が
滅
入
る
、
不
安
な

気
持
ち

に

な

る

等

。

（
米
フ
ロ
リ
ダ
大
学
・

シ
ド
ニ
ー
・
ジ
ュ
ラ
ー

ド
心
理
）

こ
の
度
私
は
、
そ
の

精
神
濃
度
を
少
な
く
と

も
五
〇
に
は
維
持
す
る

た
め
、
来
る
五
月
二
十

日
若
狭
の
小
浜
市
か
ら

京
都
市
内
ま
で
の
「
鯖

街
道
」
を
単
独
で
歩
く

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

途
中
山
中
の
「
久
多
」

で
一
泊
、
翌
日
京
都
市

内
終
点
の
「
出
町
栁
・

デ
マ
チ
ヤ
ナ
ギ
」
に
向

か
い
ま
す
。
目
下
、
二

万
五
〇
〇
〇
分
の
一
の

山
岳
地
図
を
買
い
、
山

道
ル
ー
ト
を
検
索
中
。

太
古
の
昔
か
ら
こ
の

鯖
街
道
は
、
若
狭
・
小

浜
の
海
で
採
れ
た
サ
バ

を
一
塩
し
て
一
昼
夜
か

け
て
京
の
都
ま
で
運
ん

だ
山
道
で
す
。
「
京
は

遠
う
て
も
十
八
里
」
と

詠
わ
れ
て
い
る
と
お
り

七
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。数

年
前
、
奈
良
市
内

の
発
掘
現
場
か
ら
出
た

木
簡
に
、
若
狭
の
サ
バ

の
上
納
記
録
が
出
て
お

り
ま
す
。
平
安
時
代
よ

り
古
く
奈
良
時
代
の
出

来
事
、
こ
れ
は
も
う
歩

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

大
い
に
精
神
濃
度
を

上
げ
る
た
め
「
行
っ
て

参
り
・
マ
ー
す
！
」

（
吉
岡
敏
博
）

部
隊
研
修
に
つ
い
て

第
一
回
部
隊
研
修
を
七
月
五

日
実
施
し
ま
す
。

細
部
は
同
封
の
案
内
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

投
稿
記
事
の
募
集

会
員
皆
様
方
の
活
動
状
況
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
趣
味
、
体
験
談
、
随
筆
、

評
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
。
自
薦
、
他
薦
大
歓
迎
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

塙

(

４
２)

０
２
９
５

国
井

(

２
８)

４
３
０
２

芦
田

(

２
６)

４
０
５
３
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東
日
本
大
震
災
か
ら
早
一
年
以
上

が
経
ち
ま
し
た
が
、
被
災
地
で
は
今

な
お
大
震
災
の
大
き
な
爪
痕
が
う
ず

高
く
積
ま
れ
た
瓦
礫
の
中
で
追
悼
式

典
が
し
め
や
か
に
挙
行
さ
れ
る
と
共

に
全
国
各
地
で
も
追
悼
集
会
が
催
さ

れ
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
も
追
悼
関
連
報
道
が
毎
日
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
報
道
を
見
て
改
め
て
多
く

の
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
被
災
地
の
早

期
復
興
を
祈
る
と
共
に
、
大
地
震

の
恐
ろ
し
さ
や
厳
し
い
現
実
を
再

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
も
震
災
直
後
、
岩
手
と
宮
城

に
あ
る
被
災
し
た
支
社
へ
不
足
し

て
い
る
生
活
物
資
な
ど
を
届
け
る

た
め
に
社
用
車
で
フ
ェ
リ
ー
と
高
速

道
路
を
乗
り
継
い
で
三
日
間
走
り
回
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
の
未
曾
有
の
大
地
震
・
大
災
害

に
接
し
て
、
そ
の
直
後
か
ら
国
や
自

治
体
で
は
防
災
計
画
が
見
直
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
昨
年

夏
に
は
す
で
に
四
十
四
都
道
府
県
、

十
五
政
令
指
定
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
防
災
計
画
に
着
手
し
、
中
央

防
災
会
議
で
も
、
専
門
調
査
会
を
設

置
し
て
調
査
会
報
告
を
取
り
ま
と
め

た
と
の
こ
と
で
す
。

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
の
「
海

溝
型
地
震
の
長
期
評
価
の
概
要
」
で

は
、
今
後
三
十
年
以
内
に
起
こ
る
海

溝
型
地
震
の
発
生
率
は
、
南
海
地
震

（
Ｍ
８
．
４
前
後
）
が
六
〇
％
程
度
、

東
南
海
地
震
（
Ｍ
８
．
１
前
後
）
が

七
〇
％
程
度
、
南
関
東
の
Ｍ
７
程
度

の
地
震
が
七
〇
％
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
我
々
の
住
む
北
海
道
も
他
人

事
で
は
な
く
、
常
に
地
震
と
隣
り
合

わ
せ
に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

防
災
対
策
の
再
構
築
に
は
、
ま
だ

ま
だ
長
い
年
月
が
か
か
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
二

年
と
な
る
来
年
三
月
十
一
日
に
は
、

国
・
地
域
は
も
と
よ
り
、
私
個
人
と

し
て
も
、
今
よ
り
少
し
で
も
「
大
震

災
へ
の
備
え
」
が
進
ん
で
い
る
よ
う

に
、
ま
た
、
安
全
・
安
心
な
街
づ
く

り
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

も
と
よ
り
「
言
う
は
易
く
、
行
う

は
難
し
」
で
あ
る
こ
と
は
百
も
承
知

の
上
で
す
が
、
地
震
列
島
と
い
わ
れ

る
我
が
国
で
は
我
々
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
も

常
に
国
や
都
道
府
県
の
防
災
計
画
見

直
し
の
進
展
を
注
視
し
な
が
ら
、
万

が
一
の
時
に
は
迅
速
か
つ

適
切
に
組
織
的
な
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
「
大
震

災
へ
の
備
え
」
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。

最
後
に
、
五
月
十
八
日
で
千
鷲
会

発
足
三
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ

き
と
き
に
、
第
六
号
と
な
る
千
鷲
会

だ
よ
り
へ
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共

に
、
千
鷲
会
と
本
誌
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

大
震
災
へ
の
備
え

千
鷲
会
参
与

森

田

弘

事
務
局
か
ら

お
知
ら
せ

基
地
広
報
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

説
明
会

千
鷲
会
の
会
員
数

（
五
月
一
日
現
在
）

各

紹

介

正

会

員

６
７
４
名

賛
助
会
員

団
体

１
５
社

個
人

１
４
名

新
入
会
員

會
田

照
彦

(

施
設
隊)

木
村

幸
夫

(

同

)

野
作

祐
市
（
修
理
隊)

二
階
堂
秀
明

(

東
千
通)

高
群

直
人

(

特
輸
隊)

物
故
会
員

竹
内

紀
幸

(

札

幌)

西
村

昭
成

(

向
陽
台)

田
中

一
朗

(

北

斗)

岡
本

勲

(

同

)

三
宅

景
一

(

恵
み
野)

精
神
濃
度

賛
助
会
員
紹
介




